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干し大根づくり
表紙
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表紙

[表紙の写真]秋色の中にズラリと並んだ真っ白
な大根。ひときわ目を引くこの光景は、最盛期を
迎えた干し大根作りの様子です。犬吠森地内にあ
る佐々木時夫さんのお宅では、収穫した大根を水
洗いし、約60メートルのはせに掛けていました。
「うまく乾かすには北風と太陽が不可欠」と佐々木
さん。１０日ほど干して産直に出荷するそうです。

02 振り返ろう！町の2012
10 「高橋克彦×内館牧子」
 特別対談

12 話題スポット
14 食育推進フォーラム
15 豊かな公が息づくまち

18 健やかランド紫波
２４ シリーズ行ってみよう
 紫波の伝統食を作る
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干し
大根

がズ
ラリ１

万本！  （星山地区、11月15日）



15
日	

町
小
学
生
議
会

28
日	

冬
ま
つ
り

14
日	

ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

活
用
大
賞
受
賞

	

町
農
業
活
性
化
交
流
会
開
催

23
日	

彦
部
地
区
の
雪
合
戦
チ
ー
ム
が
北
日
本
大
会
で
優
勝

25
日	

町
消
防
団
、
日
本
消
防
協
会
表
彰

26
日	

オ
ガ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

29
日	

長
岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
落
成
式

22
日	

全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会
で
紫
波
総

合
高
校
矢
羽
々
正
臣
選
手
が
全
国
3
位
に

28
日	

片
寄
子
ど
も
の
家
開
所

31
日	

日
詰
駅
前
住
所
が
変
更

8
日	

五
郎
沼
周
回
コ
ー
ス
整
備

14
日	

東
部
の
ス
ポ
少
が
統
合「
紫
波
東
ス
ポ
少
」に

29
日	

第
2
回
南
部
酒
屋
唄
全
国
大
会
開
催

21
日	

金
環
日
食
（
町
内
は
部
分
日
食
）

31
日	

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
古
館
保
育
所
内
）
閉
所

1
日	

水
分
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会
開
始

18
日	

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
竣
工
式

19
日	

野
村
胡
堂
生
誕
１
３
０
年
企
画
展
開
始

20
日	

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

23
日	

あ
ら
え
び
す
記
念
館
、
岡
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
庫

竣
工
式

	

情
報
交
流
館
大
ス
タ
ジ
オ
こ
け
ら
落
と
し「
軽
音

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

24
日	

武
田
家
住
宅
の
土
壁
づ
く
り
開
始

2
日	

子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー
「
し
わ
っ
せ
」
開
所

1月2月3月4月5月6月7月

振り返ろう！
町の
2012

冬まつり1月

オガールフォーラム2月

長岡小学校屋内運動場落成式2月

片寄子どもの家開所3月

東部スポ少統合4月

金環日食（写真は時系列に合成）5月

古館子育て支援センター閉所5月

オガールプラザオープン6月

子育て応援センターしわっせ開所7月
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　　 今年もいろんなことがありました

11
日	

町
と
紫
波
町
水
道
協
同
組
合
、「
災
害
時
非
常
時
に

お
け
る
応
急
復
旧
工
事
に
関
す
る
協
定
」締
結

12
日	

一
里
坂
の
松
伐
採

26
日	

赤
沢
地
区
創
造
会
議
開
始

28
日	

長
岡
ゆ
め
あ
か
り
開
催

1
日	

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
紫
波
総
合
高
校
自

転
車
競
技
部
の
藤
根
俊
貴
選
手
が
優
勝

3
日	

Ｋ
Ｂ
紫
波
郡
選
抜
全
国
大
会
へ

9
日	

国
体
準
備
委
員
会
発
足

11
日	

水
分
夏
ま
つ
り

26
日	

第
4
回
町
民
劇
場
開
催

31
日	

紫
波
町
図
書
館
オ
ー
プ
ン

	

オ
ガ
ー
ル
東
広
場
オ
ー
プ
ン

1
日	

総
合
防
災
訓
練　
赤
沢
地
区
で
開
催

23
日	

日
詰
か
じ
町
さ
ん
さ
踊
り
、
町
文
化
財
認
定

25
日	

水
道
事
業
所
、
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

30
日	

川
村
秀
彦
教
育
長
ご
退
任

1
日	

侘
美
淳
氏
が
教
育
長
に
就
任

3
日	

野
村
胡
堂・あ
ら
え
び
す
記
念
館　
来
館
者
25
万
人

を
達
成

11
日	

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
3
団
体
、活
動
賞
を
受
賞

18
日	

情
報
交
流
館
オ
ー
プ
ン
記
念
、増
田
寛
也
氏
講
演
会

21
日	

水
分
児
童
館
バ
ス
お
別
れ
会

22
日	

町
と
東
北
銀
行
が「
農
業・林
業
等
の
活
性
化
に
関

す
る
業
務
推
進
協
定
」を
締
結

25
日
～
29
日　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
、片
寄
の
畠
山
満
正

氏
、優
秀
賞
受
賞

27
日	

野
村
胡
堂・あ
ら
え
び
す
記
念
館
、高
橋
克
彦
名
誉
館

長
×
脚
本
家
内
館
牧
子
氏
特
別
対
談

3
日	

星
山
神
楽
伝
承
80
周
年
記
念
神
楽
大
祭

8月9月10月11月

紫波高校インターハイ 自転車で優勝8月川村教育長ご退任9月

図書館オープン8月

町民劇場8月日詰かじ町さんさ踊り
町文化財認定9月

あらえびす記念館25万人10月

増田寛也氏講演会10月

高橋克彦名誉館長×内館牧子氏特別対談10月

星山神楽伝承80周年11月
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おいしいお餅
あふれる笑顔
〜ヒメノモチ生産量日本一の町〜

　

今
年
も
実
り
の
秋
が
過
ぎ
、町

内
各
地
域
で
は
、米
、野
菜
、果
物

な
ど
、た
く
さ
ん
の
農
作
物
が
収

穫
さ
れ
ま
し
た
。中
で
も
、町
の

特
産
、も
ち
米「
ヒ
メ
ノ
モ
チ
」は
、

町
内
全
域
で
作
ら
れ
て
お
り
、そ

の
生
産
量
は
市
町
村
別
で
全
国
第

１
位
で
す
。

　

も
ち
米
は
、こ
れ
か
ら
迎
え
る

正
月
に
は
欠
か
せ
な
い
お
餅
の

原
料
で
す
。町
内
で
は
、も
ち
米

は
も
ち
ろ
ん
、炊
き
込
み
ご
飯
や

餅
菓
子
な
ど
に
も
加
工
さ
れ
、年

中
、産
直
な
ど
に
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、町
内
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
、餅
ま
き
や
餅
つ
き
、

餅
ふ
る
ま
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、

皆
さ
ん
の
お
い
し
い
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、町
の
食
材「
も
ち
米
」

の
魅
力
に
つ
い
て
、た
っ
ぷ
り
お

届
け
し
ま
す
。

なかよしひろば
餅つき会の様子

（今年1月）
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○
ヒ
メ
ノ
モ
チ
誕
生・赤
石
農
協
も
ち

米
部
会
設
立

　

紫
波
町
で
、
本
格
的
に
も
ち
米

が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
48
年
の
こ
と
。
昭
和
47

年
に
品
種
改
良
に
よ
り
「
ヒ
メ
ノ

モ
チ
」
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、

翌
年
か
ら
赤
石
地
区
の
鎌
田
三
郎

さ
ん
が
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
年
に
収
穫
さ
れ
た
米
が
、
収
穫

量
、
品
質
と
も
に
良
い
も
の
だ
っ

た
た
め
、
赤
石
地
区
の
１
０
４
戸

の
農
家
が
「
赤
石
農
協
も
ち
米
部

会
」
を
設
立
。
大
規
模
な
ヒ
メ
ノ

モ
チ
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
ヒ
メ
ノ
モ
チ
種
子
の
生
産
を
開
始

　

平
成
２
年
に
は
、
県
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
集
団
で
も
ち
米
生
産
を
行

う
赤
石
地
区
で
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
種
子
の

生
産
が
開
始
。
全
国
で
初
め
て
の
、

火
力
を
使
用
し
な
い
「
常
温
定
湿
乾

燥
方
式
」
の
も
ち
種
子
専
用
の
種
子

生
産
セ
ン
タ
ー
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

○
冷
害
を
乗
り
越
え
全
国
に
供
給

　

そ
の
後
、
平
成
５
年
に
起
き
た
大

冷
害
で
大
き
な
被
害
も
受
け
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
町
の
も
ち

米
は
、
全
国
各
地
に
供
給
さ
れ
、
今

日
も
た
く
さ
ん
の
家
庭
に
お
い
し
い

笑
顔
を
届
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
も
ち
米
生
産
は
始
ま
っ
た

水田でもち米づくりの指導にあたる鎌田さん（右端）と
赤石農協もち米部会の皆さん（提供：JAいわて中央）

Q町内では、どのくらいのもち米
が作られているの？
A平成24年中に、町内から出荷され
たもち米は7888トン。これは昨年よ
りも7.3％多い量です。（農協「24年
産米 買入実績・進捗率」参考）

Qどんなもち米が
　　作られているの？
A「ヒメノモチ」「もち美人」「こがね
もち」などの品種が育てられていま
す。中でも寒さと病気に強く、白さ
とつや、滑らかな食感が特徴のヒメ
ノモチが、町内で一番多く作られて
おり、品質の良さは全国から定評が
あります。

町の
もち米
プロフィル

たわわに実るもち米の稲穂

町の面積 2万3903㌶

○もち米水田の総面積 1432㌶
町内水田の54.7％がもち米水田。
（転作田や飼料用水田を除く）
志和地区561㌶、赤石地区365㌶、
水分地区272㌶、彦部地区133㌶

オガールエリアが
約134個分!!

○もち米生産者
　275人

○もち米の品種
ヒメノモチ	（1061㌶）
もち美人	 （324㌶）
こがねもち	 （47㌶）
※作られているもち米の
74％がヒメノモチこのほかにも、町内全域

で栽培されています。

町に広がったもち米づくり

紫波ネット2012 12月号5



　
「
も
ち
モ
チ
王
国
紫
波
ひ
め

隊
」
は
、
全
国
有
数
の
も
ち
米
生

産
地
で
あ
る
紫
波
町
を
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
町
農
業
振
興

協
議
会
の
生
活
改
善
部
会
、
農

協
、
町
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成

10
年
に
結
成
し
ま
し
た
。
司
会
、

お
は
や
し
隊
、
踊
り
手
、
つ
き
手
、

え
ん
ど
り
、
調
理
隊
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

や
個
人
の
お
祝
い
事
な
ど
、
毎
年

40
回
以
上
の
出
張
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

結
成
以
来
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
ま
で
行
き
ま
し
た
が
、

「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え

た
り
、
喜
ば
れ
た
り
す
る
こ
と
が

や
は
り
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
。

最
近
で
は
、
復
興
支
援
活
動
と
し

て
、
沿
岸
の
地
域
で
活
動
す
る
機

会
も
あ
り
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で

く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
を
見
て
、
来
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。　

　

も
ち
米
は
、
お
餅
に
限
ら
ず
、

ま
ぜ
ご
飯
や
お
赤
飯
な
ど
に
し

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
食
材

で
す
。
も
ち
米
の
生
産
者
と
し

て
、
餅
の
食
文
化
を
伝
え
る
こ
と

や
、
紫
波
ひ
め
隊
の
活
動
を
発
信

し
続
け
て
い
く
こ
と
は
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
絶
や
す
こ
と
な
く
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
紫
波
町
に
お
住
ま
い
の

人
で
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
加
入
し
て

い
る
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

紫
波
ひ
め
隊
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
踊
り
の
好
き
な
人

や
若
い
人
に
は
ぜ
ひ
入
っ
て
い

た
だ
き
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

もちモチ王国紫波ひめ隊
隊長 熊谷富民子さん

インタ
ビュー

生
産
者
と
し
て
、

餅
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い

10月に行われた産業まつりでの華やかな舞い

　餅まきの始まりは、お家を新築するときに行う「上
棟祭」の儀式「散

さんぺいせん

餅銭」だと言われています。上棟式は、
「建

たてまえ

前」とも呼ばれ、家の基本的な造り（柱や棟など）が
完成したことをお祝いし、
その後の工事の安全と、完成後の
建物の安全を祈願するお祭りで
す。散餅銭の儀式には、餅や銭を
まくことで、災いを除く意味があり
ます。

餅まき
豆知識

　餅には、運動中
のエネルギーに
なる糖質（炭水化
物）がたくさん含まれて い
ます。糖質は、持久力や瞬発
力、筋力が必要なスポーツに
欠かせない栄養。食べやす

く、手軽に栄養が取れる餅は、試合前などの栄養補給
にも適した食材なのです。

餅の
栄養
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毎
年
、
町
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
農
業
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
紫
波
第
三
中
学
校
（
藤

原
美
智
雄
校
長
）
で
は
、
２
年
生
が
米
作

り
に
取
り
組
み
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲

刈
り
、
修
学
流
行
先
で
の
米
販
売
、
３
年

生
へ
の
合
格
餅
作
り
を
体
験
し
ま
す
。
情

報
交
流
館
で
11
月
18
日
に
行
わ
れ
た
食
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
同
校
の
生
徒
４
人
が
、

こ
の
一
年
間
の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
映
写

機
）
で
写
真
な
ど
を
映
し
な
が
ら
、
草
刈

り
の
際
に
、
苗
と
雑
草
や
ヒ
エ
の
違
い
を

見
分
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
こ
と
や
、
稲

刈
り
で
、
刈
っ
た
稲
を
特
殊
な
結
び
方
で

固
く
結
ぶ
の
に

苦
労
し
た
こ
と

な
ど
を
説
明
。

ま
た
、
修
学

旅
行
先
の
東

京
銀
座
に
あ
る

「
い
わ
て
銀

河
プ
ラ
ザ
」

で
、
餅
つ
き
や
試
食
、
呼
び
込
み
や
レ
ジ

係
な
ど
を
行
い
、
米
の
販
売
体
験
を
し
た

こ
と
に
つ
い
て
「
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま

が
、
お
店
を
出
る
と
き
に
、
笑
顔
で
お
米

を
手
に
し
て
い
る
の
を
見
て
、
今
ま
で
の

大
変
さ
が
一
瞬
に
し
て
報
わ
れ
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
、
米
作

り
の
醍だ

い

ご

み

醐
味
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

　5月のこどもの日は草餅、６、７月に
は、笹に白いままのお餅を巻いた「笹
餅」を作って、関東の親戚の家に送った
ことを覚えています。お盆にはお赤飯、
９月の十五夜にはあんこ餅、くるみ餅、
お供え餅を作りました。収穫の秋には、
「秋餅」とも言われますが、採れたての
新米でお餅を作って、みんなで食べまし
た。２月の旧正月には、わらで作った入
れ物の中に大きなお餅を入れ、寒ざらし
にしたことを覚えています。そのお餅は、
春になってから、農作業の小昼（おや
つ）として持ち歩いて食べたものです。

昔は何かと
お餅を食べて
いました

食の匠 細川玲子さん

東
京
で
も
ち
米
販
売
体
験

紫
波
三
中
生
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表

体験
発表

紫波第三中学校
2年

佐藤　岳
たける

君

　

僕
は
、東
京
で
の
販
売
で
、呼
び
込

み
を
体
験
し
ま
し
た
。お
客
さ
ん
の
中

に
は「
毎
年
来
て
い
る
よ
」と
い
う
人
が

い
た
り
、「
お
米
、買
っ
た
よ
」「
あ
り
が

と
う
ね
」な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
た
り

し
て
、す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。米

作
り
体
験
を
通
し
て
、米
を
作
る
こ
と

は
簡
単
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、作
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

大きな声を出して
呼び込みをした販
売体験（11月）

す べ て 手 作 業 で
行った稲刈り体験

（9月）

食の匠に
聞きました

紫波ネット2012 12月号7
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町|内|餅|め|ぐ|り|マ|ッ|プ
町には、さまざまな餅製品を取り扱うお店や餅に関するイベント・行事が各地区にあります。
このお餅マップを片手に、あなたも楽しい餅めぐりの旅に出かけてみませんか。

小昼ハウス
町内産１等米を使用し、きねつき製法
にこだわったコシのある餅が自慢。
イベントなどでは「お茶もち」が大人気
です。　☎６７２-６０８０

甘味処高福
町内産ヒメノモチを使
用したお汁粉やもち３点
セットなど、和風スイー
ツが人気のお店です。　
☎６７２-２２５０

レストラン果里ん亭
ハムカツの中に小昼ハウスで作られた餅
が入った「紫波もっちりハムカツ」が食べ
られます。　☎６７１-１３００

レストランぶどうの樹
佐比内地区のもち米から作られた餅
も並ぶバイキング（１０～５月に月1
回開催）が大人気。次回開催は１２月
２１日（金）　☎６７４-２２９９

紫波ふる里センター
（ふる里加工施設組合餅菓子部門）
ぶどう餅やよもぎ餅など、地域の食
材で作られた餅が自慢。ブドウの収
穫時期には、餅のあんの中にブドウ
の果肉が入ります。　☎６７４-２７５７
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【
取
材
を
終
え
て
】

　
「
餅
ま
き
用
の
餅
は
す
べ
て
組

合
員
で
分
担
し
て
作
っ
て
い
る
か

ら
、形
も
色
も
さ
ま
ざ
ま
な
ん
だ

よ
」と
お
聞
き
し
た
の
は
、今
年
の

フ
ル
ー
ツ
の
里
ま
つ
り
で
の
こ
と
。

餅
ま
き
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
す
が
、一
個
一
個
の
お
餅
の
背

景
に
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
丁
寧

な
手
作
業
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま

し
た
。同
様
に
、町
内
で
作
ら
れ
て

い
る
も
ち
米
や
お
餅
は
す
べ
て
、生

産
者
の
皆
さ
ん
が
手
間
と
愛
情
を

込
め
て
作
っ
た
も
の
で
す
。生
産
者

の
皆
さ
ん
と
自
然
の
恵
み
に
感
謝

し
て
、来
年
の
お
正
月
を
迎
え
た

い
も
の
で
す
ね
。（
小
倉
）

　　　　　　　　　　　平成23年12月から平成24年11月
　　　　までの1年間に町内で行われた餅に関する行事を調
べました。（取材で分かったイベントのみ記載）
　

イベント名 内容 開催月 場所

日
詰
地
区

①フルーツの里まつり 餅まき ９月 紫波マルシェ

②産業まつり

餅ふるまい
餅まき 10月 サン・ビレッジ紫波

8000個の餅まきと、紫波ひめ隊による6升
の餅つき。

③さざんか祭 餅まき 11月 青少年ホーム

赤
石
地
区

④子育てボランティア
　なかよしひろば 餅つき体験 １月 赤石公民館

⑤赤石夏祭り 餅まき ８月 赤石公民館
⑥赤石小学校収穫祭 餅まき 11月 赤石小学校

古
館
地
区

⑦城山桜まつり 餅ふるまい ４月 城山公園

⑧フルーツの里まつり
餅ふるまい
餅まき
お茶もち販売

９月 古館グリーンハウス・
小昼ハウス

⑨子育てボランティア
　ひよこひろば300回記念 餅まき 10月 古館ふれあいホール

水
分
地
区

⑩ラ・フランス温泉館オール
　ナイト営業～年始イベント 餅ふるまい 年末

年始 ラ・フランス温泉館

⑪紫波冬まつり 餅ふるまい １月 ラ・フランス温泉館
⑫陣ヶ岡あじさいまつり 餅まき ７月 陣ヶ岡歴史公園（蜂神社）
⑬フルーツの里まつり 餅まき ９月 あづまね産直センター
⑭フルーツの里まつり 餅まき ９月 紫波農園

⑮あづまねまつり

餅つき体験
餅ふるまい
餅まき

９月 ホテル湯
ゆ ら ら
楽々

どちらも1俵分のもち米を使用。餅つきは、
15基の臼を使用して２回餅つき。

⑯水分公民館まつり 餅まき 10月 水分公民館
⑰武田家土壁落成祝賀会 餅ふるまい 10月 武田家住宅

志
和
地
区

⑱フルーツの里まつり
餅つき体験
餅ふるまい
餅まき

９月 産直あぐり志和

⑲片寄小学校感謝祭 餅まき 10月 片寄小学校

彦
部
地
区

⑳彦部公民館まつり 餅ふるまい ２月 彦部公民館
㉑フルーツの里まつり 餅まき ９月 彦部産直楽

ら ら

々

㉒フルーツの里まつり 餅ふるまい
餅まき ９月 産直センター大巻

㉓野村胡堂・あらえびす
　記念館キッズフェスティバル 餅ふるまい ９月 野村胡堂・あらえびす

記念館
㉔コスモスまつり 餅ふるまい 10月 彦部産直楽

ら ら

々
㉕彦部児童館収穫祭 餅つき体験 10月 彦部児童館

㉖星山小収穫祭 餅つき体験
餅ふるまい 11月 星山小学校

赤
沢
地
区

㉗フルーツの里まつり
餅つき体験
餅ふるまい
餅まき

９月 産直センターあかさわ

㉘赤沢小学校祖父母学級 餅つき体験 11月 赤沢小学校
佐
比
内
地
区

㉙ふる里センター「元気市」餅まき ６月 紫波ふる里センター
㉚フルーツの里まつり 餅まき ９月 紫波ふる里センター
㉛秋の大収穫祭 餅ふるまい 10月 紫波ふる里センター

長
岡
地
区

㉜みずき団子作り 餅つき体験 １月 長岡公民館
㉝山屋ミズバショウまつり 餅まき ５月 山屋地区
㉞フルーツの里まつり 餅まき ９月 ルート396長岡

産直あぐり志和
いちご、ブルーベリー、コーヒー大福
など、地元の皆さん手作りの個性豊か
な餅が並びます。現在はクリやクルミ
が入った秋限定の餅も販売中。
☎６７３-７６８４

めんこいもちセンター
（農事組合法人 水分農産）

自家製のもち米を使用した
大福や切り餅などを受注生
産。冬期間は、あづまね産直
センターやラ・フランス温泉
館にも出品しています。
☎６７３-６４４３

こんなにあるよ
！

お餅イベント

紫波ネット2012 12月号9



文
士
劇
の
後
に
臨
死
体
験

高
橋　
内
館
さ
ん
は
、今
年
も
盛
岡
文
士
劇
に

出
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
って
い
る
ん
で
す
け
ど
、

今
日
は
講
演
に
合
わ
せ
て
、稽
古
し
た
わ
け
で

す
よ
ね
。

内
館　

看
板
女
優
な
も
ん
で
す
か
ら
。（
場
内

爆
笑
と
拍
手
）

高
橋　

も
う
す
ご
い
役
で
す
か
ら
。金
貸
し
の

業
突
く
張
り
の
ば
ば
あ
で
、金
は
煮
付
け
に
す

る
ほ
ど
あ
る
み
た
い
な
。（
場
内
大
爆
笑
）

内
館　

道
又
さ
ん
が
考
え
た
セ
リ
フ
は
ひ
ど
い

で
す
よ
ね
。「
あ
いつ
だ
って
女
だ
ろ
う
」と
か
。

高
橋　
で
も
好
き
で
し
ょ
う
。そ
う
い
う
役
も
。

内
館　
大
好
き
。（
場
内
笑
い
）

高
橋　
あ
の
後（
平
成
20
年
12
月
）、入
院
す
る

羽
目
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
。あ
の
時
の
話
を
い
い

で
す
か
。

内
館　
文
士
劇
の
打
ち
上
げ
で
、乾
杯
直
後
に
、

一
杯
も
飲
ま
ず
に
具

合
が
悪
く
な
っ
て
倒
れ

ち
ゃっ
た
の
。た
ま
た
ま

同
席
し
て
い
た
克
彦
さ

ん
の
弟
さ
ん
が
お
医
者

様
で
、応
急
処
置
が
良

く
て「
何
て
運
の
い
い
や

つ
だ
」と
み
ん
な
に
言
わ

れ
た
ん
で
す
。

高
橋　

結
局
、何
日
も

意
識
が
戻
ら
な
か
っ
た

ん
で
し
ょ
？

内
館　
14
日
間
で
す
。臨
死
体
験
を
し
た
ん
で

す
け
ど
、そ
の
体
験
を
全
部
覚
え
て
い
て
、つ
い

先
日
出
し
た『
十
二
単
衣
を
着
た
悪
魔
』と
い
う

源
氏
物
語
の
中
に
使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

脚
本
家
と
小
説
家
の
違
い
は

高
橋　

仕
事
の
性
質
上
、書
く
時
間
っ
て
不
規

則
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

内
館　

私
は
橋
田
壽
賀
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

通
っ
て
い
た
と
き
が
あ
っ
て
、そ
の
時「
朝
起
き

て
、昼
書
い
て
、夜
は
寝
な
さ
い
」と
言
わ
れ

て
、そ
れ
を
割
と
守
っ
て
い
た
ん
で
す
。

高
橋　
で
も
、ひ
ら
め
き
って
時
間
と
関
係
な
い

か
ら
、き
ち
ん
と
朝
何
時
か
ら
何
時
ま
で
と
い

う
仕
事
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
け
ど
。

内
館　
小
説
だ
と
、今
年
の
春
に
出
す
約
束
が

再
来
年
に
な
っ
て
も「
ゴ
メ
ン
ゴ
メ
ン
、頑
張
っ
て

る
～
」と
か
って
言
え
ば
い
い
か
な
って
思
う
ん
で

す
け
ど
、テ
レ
ビ
は
そ
う
は
い
か
な
い
ん
で
す
よ
。

き
ち
ん
と
原
稿
を
渡
さ
な
い
と
困
る
人
が
も
の

す
ご
く
出
て
く
る
ん
で
す
。俳
優
さ
ん
、セ
ッ
ト

の
保
管
料
、エ
キ
ス
ト
ラ
。そ
う
な
る
と
や
っ
ぱ

り
、き
ち
ん
き
ち
ん
と
書
き
ま
す
ね
。高
橋
さ

ん
違
い
ま
す
か
。（
場
内
か
ら
笑
い
）

高
橋　

僕
は
も
う
、も
の
す
ご
い
死
に
そ
う
な

催
促
が
な
い
と
書
か
な
い
で
す
ね
。（
場
内
爆
笑
）

「
我
が
社
は
高
橋
さ
ん
と
心
中
す
る
」み
た
い

な
ね
、腹
の
探
り
合
い
で
す
よ
。

内
館　

私
は
10
日
締
め
切
り
だ
と
、だ
い
た
い

4
日
ご
ろ
に
は
で
き
て
る
の
。脚
本
家
は
シ
ナ

リ
オ
を
書
く
の
が
仕
事
。で
も
、シ
ナ
リ
オ
っ
て

い
う
の
は
、小
説
と
全
然
違
っ
て
文
章
力
が
い

ら
な
い
ん
で
す
。

高
橋　
い
や
い
や
、そ
ん
な
こ
と
な
い
で
し
ょ
。

内
館　
セ
リ
フ
は
大
事
で
す
け
れ
ど
も
、例
え

ば
、「
シ
ー
ン
／
あ
ら
え
び
す
記
念
館
の一
室
／

高
橋
克
彦
35
歳
／
内
館
牧
子
、ち
ょっ
と
若
く

し
よ
う
25
歳（
場
内
爆
笑
）／
丸
テ
ー
ブ
ル
を
挟

ん
で
話
し
て
い
る
／
会
場
に
は
１
５
０
人
ほ
ど

の
お
客
が
入
っ
て
い
る
」こ
れ「
ト
書
き
」と
言
っ

て
状
況
が
分
か
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
ら
、全
然
文

章
力
い
ら
な
い
ん
で
す
よ
。次
に
セ
リ
フ
が
来
る

ん
で
す
ね
。例
え
ば
、高
橋「
で
は
、た
だ
今
か
ら

始
め
ま
す
」／
内
館「
今
日
の
テ
ー
マ
は
何
で
す

か
」／
高
橋「
え
ーっ
と
」／
内
館「
忘
れ
た
ん
で

す
か
」（
場
内
笑
い
）／
内
館「
や
だ
、何
そ
れ
」

　

こ
れ
だ
け
で
１
ペ
ー
ジ
く
ら
い
書
け
ち
ゃ
う

わ
け
で
す
よ
。結
局
、私
が
書
い
た
台
本
を
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
見
て
ど
う
撮
る
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ

野村胡堂生誕１３０年記念

高橋克彦名誉館長×内館牧子さん 
特別対談「創作ということ」

NPO法人野村胡堂･あらえびす記念館協力会（澤口たまみ理事長）は10月27日、
野村胡堂生誕130年を記念し、野村胡堂・あらえびす記念館で同館名誉館長の高橋克彦氏と

脚本家で作家の内館牧子氏の特別対談を行いました。テーマは「創作ということ」。
130人の来場者を前に、お二人が繰り出した楽しいトークの様子をお伝えします。

高橋克彦 （作家、野村胡堂・あらえびす記念館名誉館長）
昭和22年釜石市生まれ。昭和33年父親が紫波町に個人病
院を開業し上平沢小学校に転学。岩手高等学校、早稲田大学
商学部卒。昭和58年『写楽殺人事件』で第29回江戸川乱歩
賞を受賞し文壇デビュー、第106回直木賞ほか多数受賞、ＮＨ
Ｋ大河ドラマ『炎立つ』、『北条時宗』の原作執筆など。

10



　
紫
波
町
に
は
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、き
れ

い
な
町
で
す
ね
。３
６
０
度
山
に
囲
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
景
色
で
、日
本
の
原
風
景
の
よ
う
な

原
っ
ぱ
や
川
が
残
っ
て
い
て
、い
い
と
こ
ろ
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
銭
形
平
次
は
、

ず
っ
と
読
ん
で
い
ま
し
た
し
、私
の
父
が
昔
の

盛
岡
中
学
の
出
身
で
胡
堂
の
後
輩
だ
っ
た
の

で
、偉
い
も
の
書
き
が
い
っ
ぱ
い
出
て
い
る
っ
て

自
慢
し
て
い
ま
し
た
ね
。私
も
岩
手
県
民
の
血

が
半
分
流
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
意
識
の

中
に
あ
り
ま
す
の
で
、岩
手
の
皆
さ
ん
、紫
波

町
の
皆
さ
ん
、と
に
か
く
こ
こ
は
す
ご
い
古
里

な
ん
だ
と
思
っ
て
、ぜ
ひ
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

ワ
イ
ン
も
含
め
て
。

　
内
館
さ
ん
と
は
長
い
付
き
合
い
で
す
が
、も
の

を
創
る
と
い
う
我
々
の
根
本
的
な
話
に
つ
い
て

は
、話
し
合
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、内
館
さ

ん
が
も
の
創
り
に
誠
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
初
心
を
忘
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
、多
々
反
省
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

内
館
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の
人
に
好
か
れ
て
い
る

理
由
と
い
う
も
の
に
、あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。対
談
前
に
内
館
さ
ん
が
こ
の
記
念

館
を
見
学
す
る
機
会
が
持
て
た
こ
と
は
、名
誉

館
長
と
し
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。ま
だ
企
画

段
階
で
す
が
、胡
堂
さ
ん
の
生
涯
や
魅
力
の
よ

う
な
も
の
を
ま
と
め
た
本
を
作
り
、そ
の
中
で
、

完
結
し
て
い
な
い『
銭
形
平
次
捕
物
控
』の
最

後
の
話
を
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。い

わ
ゆ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
る
よ
う
な
話
で
す
。

が
勝
負
な
ん
で
す
ね
。小
説
と
違
っ
て
色
ん
な

人
の
手
が
入
っ
て
い
る
分
、や
っ
ぱ
り
相
当
時
間

は
か
か
る
し
、き
ち
ん
と
出
さ
な
い
と
ダ
メ
だ
っ

て
こ
と
は
植
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

小
説
を
書
く
と
き
の
楽
し
み
は
？

高
橋　
小
説
を
書
い
た
と
き
は
、シ
ナ
リ
オ
の
時

で
は
書
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
書
け
る
と
い

う
楽
し
み
は
な
か
っ
た
の
？

内
館　
小
説
で
良
か
っ
た
の
は
、ど
こ
に
で
も
飛

べ
る
と
い
う
こ
と
。映
像
で
や
ろ
う
と
す
る
と
、

す
ご
く
お
金
が
か
か
る
し
、セ
ッ
ト
も
い
る
し
、大

変
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、小
説
の
場
合
は
ど
ん
ど

ん
書
け
ま
す
よ
ね
。

高
橋　
ま
あ
、５
万
人
の
戦
い
で
も
書
け
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

内
館　

あ
と
は
読
み
手
の
想
像
が
バ
ー
ッ
と
膨

ら
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。映
像
の
場
合
は
限
定

さ
れ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
よ
ね
。Ｓ
Ｆ
映
画
と
か
が

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
、み
ん
な
が
思
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
よ
り
、ス
ケ
ー
ル
が
ち
っ
ち
ゃ

い
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

も
の
を
創
る
っ
て
面
白
い

内
館　

も
の
を
創
る
っ
て
い
う
の
は
、す
ご
く

面
白
い
で
す
よ
ね
。例
え
ば
、私
の
書
い
た
セ
リ

フ
を
、渡
辺
謙
さ
ん
と
か
が
言
っ
て
い
る
わ
け

で
す
よ
。こ
れ
は
す
っ
ご
い
う
れ
し
い
で
す
ね
。

高
橋　
初
心
を
忘
れ
な
い
人
な
ん
で
す
ね
。あ

る
程
度
長
く
や
っ
て
い
る
と
当
た
り
前
の
こ
と

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。俺
な
ん
か
も
う
、新
し
い
本

が
届
い
た
っ
て
何
の
感
激
も
な
い
で
す
よ
。そ
う

い
う
風
に
初
心
が
残
っ
て
る
人
っ
て
い
う
の
は
、

素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
。

内
館　
な
ん
か
ま
だ
、こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

が
ち
ょっ
と
信
じ
ら
れ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
よ
。

高
橋　

そ
こ
が
内
館
牧
子
の
魅
力
か
も
し
れ

な
い
ね
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
み
ん
な
分
か
る

ん
で
す
よ
。朝
青
龍
と
ケ
ン
カ

だ
け
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
いっ
て
。

（
場
内
爆
笑
）

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。な
ん
か

も
の
を
創
る
秘
密
に
入
り
込
ん

だ
よ
う
な
。私
と
内
館
さ
ん
の

差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
。

（
場
内
爆
笑
）今
日
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
館　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
場
内
拍
手
）

高
橋
克
彦
さ
ん
と
内
館
牧
子
さ
ん
が
寄
せ
書
き
し
た
サ
イ
ン
色
紙
を
抽
選
で
2
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。郵
便
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、本
紙
の
感
想

を
添
え
、1
月
11
日
消
印
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
当
選
者
は
2
月
号
で
発
表
）

◆
応
募
先　
〒
０
２
８
ー
３
３
９
２　
紫
波
町
役
場『
紫
波
ネ
ッ
ト
』

　
色
紙
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で

色紙
プレゼント

内館牧子 （脚本家、作家）
昭和23年秋田市生まれ（父は盛岡市出身）。東京都立田園調
布高等学校、武蔵野美術大学造形学部基礎デザイン学科卒。
三菱重工業横浜製作所を経て、昭和62年脚本家デビュー。代
表作は、NHK連続テレビ小説『ひらり』、『私の青空』、大河ドラ
マ『毛利元就』など。元日本相撲協会横綱審議委員。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内館牧子さん

高橋克彦さん

紫波ネット2012 12月号11



　
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
長
崎

県
佐
世
保
市
で
10
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で

の
5
日
間
開
催
さ
れ
、27
日
に
行
わ
れ
た
和

牛
審
査
競
技
会
に
、県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
片
寄
地
区
の
畠
山
満
正
さ
ん
が
、次
席
に

当
た
る
優
秀
賞
の
成
績
を
収
め
、報
告
の
た

め
に
11
月
6
日
、町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
5
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
同
大
会
は
、

和
牛
改
良
の
成
果
を
競
う「
種
牛
の
部
」と

肉
質
を
競
う「
肉
牛
の
部
」に
全
国
か
ら
約

５
０
０
頭
が
出
品
さ
れ
る
祭
典
で
、和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
畠
山
さ
ん
が
出
場
し
た
和
牛
審
査
競
技

会
は
、黒
毛
和
種
の
繁
殖
雌
牛
４
頭
を
比

較
し
、目
利
き
と
し
て
の
優
劣
を
競
う
大

会
。後
継
者
、女
性
、高
校
生
の
３
部
門
に

75
人
が
出
場
す
る
中
、畠
山
さ
ん
は
後
継

者
の
部
で
、優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。幼

少
の
こ
ろ
か
ら
父
親
と一
緒
に
子
牛
市
場

や
食
肉
加
工
施
設
を
訪
れ
て
い
た
た
め
、

い
い
牛
を
安
く
買
う
目
が
鍛
え
ら
れ
た
と

言
い
ま
す
。就
農
3
年
目
に
つ
か
ん
だ
栄

冠
に「
最
優
秀
を
目
指
し
て
い
た
の
で
悔
し

い
思
い
が
強
い
で
す
。5
年
後
に
は
も
っ
と

大
き
い
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ
て
帰
り
ま
す
」

と
意
欲
的
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

和牛審査競技で
全国優秀賞
片寄の畠山さん

左からJAいわて中央畜産部会長の吉田剛さん、受賞した畠山満正さん、藤原町長

SPOT
NEWS
スポットニュース

老
人
ク
ラ
ブ

３
団
体
が

全
国
表
彰

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
活
動

賞
」の
伝
達
式
は
、10
月
11
日
に
奥
州

市
Z
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
44
回

岩
手
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
行
わ
れ
、

県
内
４
団
体
の
う
ち
、当
町
の
３
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
し
た

赤
石
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
畑

山
政
雄
会
長
、会
員
４
２
５
人
）は
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
芸
能
大
会
な
ど
の
仲

間
作
り
活
動
が
認
め
ら
れ
、上
平
沢

寿
会（
鷹
觜
清
人
会
長
、会
員
88
人
）

は
河
川
敷
を
整
備
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
活
動
が
、

紫
波
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

（
藤
原
艶
子
部
会
長
，部
役
員
20
人
）

は
震
災
被
災
地
に
日
用
品
や
手
作
り

帽
子
な
ど
を
届
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。赤
石
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
３
人
は
11

月
６
日
、受
賞
の
報
告
に
町
長
室
を
訪

れ「
会
員
が
一
致
協
力
し
て
き
た
結
果

で
す
。今
後
も
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

長
生
き
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
」と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

藤原町長に報告した右から赤石地区老人クラブ連合会畑山政雄会長、
幅野善次郎副会長、赤石公民館佐藤雄一館長

11月22日に赤石公民館で行われたしめ縄づくりの様子。志和古稲荷神社の神
職阿部永晃さんから教わりながら、約20人が挑戦しました
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紫
波・佐
比
内
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
を
務
め
る
石
杜
祥
夫
さ
ん

（
81
）が
発
行
す
る「
長
寿
だ
よ
り
」

が
、11
月
号
で
創
刊
２
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。「
活
動
に
参
加
し
て
い
な
い

会
員
に
も
出
来
事
を
お
知
ら
せ
し
た

い
」と
石
杜
さ
ん
が
平
成
８
年
に
発
行

を
始
め
、以
来
16
年
半
の
間
、毎
月
発
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
全
部
取
っ
て
お
い
て

く
れ
て
い
る
人
が
い
た
り
、『
今
月
は
ま
だ
で
す
か
』と
言
わ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
、無
言
の
励
ま
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。次
世
代

に
も
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
」と
石
杜
さ
ん
。新
コ
ー
ナ
ー
案
な

ど
、今
後
が
楽
し
み
な
お
話
も
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
野
村
胡
堂・あ
ら
え
び
す
記
念
館
の
来
館

者
が
10
月
３
日
、25
万
人
に
達
し
、25
万
人

目
に
来
館
し
た
埼
玉
県
在
住
の
藤
居
隆
夫

さ
ん
に
、ラ・フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
入
浴
券
や

自
園
自
醸
ワ
イ
ン
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
25
万
人
目
の
藤
居
さ
ん
は「
バ
イ
ク
旅
行

で
10
年
前
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ
て
い

ま
す
。館
内
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
い
い

で
す
ね
。胡
堂
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
の
で

す
が
、今
で
は
、い
つ
も
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
復

刻
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
て
い
ま
す
よ
。今
日
は
突
然

の
こ
と
で
驚
き
ま
し
た
」と
終
始
笑
顔
。同

記
念
館
は
、平
成
７
年
６
月
に
開
館
し
、17

年
４
カ
月
で
25
万
人
に
達
成
し
ま
し
た
。

来館者25万人
胡堂を伝え17年

藤原町長から記念品を受け取る藤居さん（左）

手
書
き
新
聞

「
長
寿
だ
よ
り
」が

２
０
０
号
達
成

「長寿だより」200号を手にした石杜さん

　
星
山
神
楽
伝
承
80
周
年
記
念
神
楽
大
祭
は
11
月
３
日
、星
山
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。地
域
住
民
な
ど
２
０
０
人
余
り

が
訪
れ
、地
域
で
育
ん
で
き
た
伝
統
の
舞
い
と
、客
演
と
し
て
花
を

添
え
た
大
償
、土
沢
、千
刈
田
の
神
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。星
山
神

楽
は
、昭
和
６
年
に
花
巻
市
大
償
神
楽
に
弟
子
入
り
し
、翌
年
、地

元
の
百
澤
神
社
に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
。そ
れ
か
ら
80
年
、こ
の

日
は
総
勢
約
50
人
の
踊
り
手
に
よ
る
12
種
の
舞
い
を
披
露
し
ま
し

た
。「
今
後
も
後
継
者
を
育
て
な
が
ら
末
永
く
続
け
て
い
き
た
い
」

と
、保
存
会
の
阿
部
王
洋
会
長
。鶏
舞
を
演
じ
た
紫
波
第
二
中
学

校
１
年
生
の
髙
橋
舞
桜
さ
ん
は「
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
い
て
緊

張
し
ま
し
た
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。い
つ
も
よ
り
大
き
く
踊
れ
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
町
に
住
み
続
け
て
、踊
り
続
け
た
い
で
す
」と
笑

顔
で
し
た
。

伝統の舞い80周年
星山神楽が記念大祭

小学生5人による軽快な三番叟（さんばそう）の舞い
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志
和
地
区
の
新
里
哲
之
さ
ん
は
、子
ど
も
た
ち
の

農
業
体
験
活
動
に
つ
い
て
発
表

食育の大切さ再認識
活動発表と講演会
～食育推進フォーラム～

11
月
20
、21
日
の
両
日
に
日
詰
小
学
校
で
開

催
さ
れ
た
第
17
回
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り
の
様

子
。78
人
の
児
童
た
ち
が
橋
本
善
太
や
卵
の

栄
養
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た

「
歴
代
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」と
堀
内
憲一館
長（
左
）

と
高
橋
早
苗
指
導
員

水分で親子
クッキング

教室

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

千
葉
星
子
さ
ん
が
講
演

町
産
食
材
を
使
っ
た

お
菓
子
が
配
ら
れ
ま
し
た

　

町
は
11
月
18
日
、町
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
食
育

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、情
報
交
流
館
で

食
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。大
ス

タ
ジ
オ
に
は
約
１
５
０
人
が
訪
れ
、食
育
活
動
の

事
例
発
表
や
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。講
演

会
で
は
、テ
レ
ビ
リ
ポ
ー
タ
ー
で
お
な
じ
み
の
千

葉
星
子
さ
ん
が
、子
育
て
を
し
な
が
ら
の
弁
当

作
り
の
こ
と
や
、食
を
通
じ
て
母
親
か
ら
元
気

を
も
ら
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、食
の
匠
細
川
玲
子

さ
ん
や
食
育
パ
ー
ト
ナ
ー
小
澤
由
香
里
さ
ん
が

作
っ
た
、町
産
食
材
を
使
っ
た
お
や
つ
が
振
る
舞

わ
れ
、彦
部
児
童
館
の
児
童
た
ち
に
よ
る
元
気

な
銭
形
平
次
音
頭
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

日
詰
公
民
館

「
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り
」に
栄
誉

　

日
詰
公
民
館
は
11
月
19
日
、岩
手

県
食
育
推
進
県
民
大
会
で
、食
育
推

進
貢
献
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
６
年
か
ら
、同
館
と
日
詰
地
区

先
人
顕
彰
会
、町
が
一
体
と
な
っ
て

開
催
し
て
い
る「
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り
」

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。１
年
に
３
６
５
個
の
卵
を
産
む

鶏
を
開
発
し
た
日
詰
出
身
の
名
誉
町

民
、橋
本
善
太
を
顕
彰
し
、食
事
作

り
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、毎
年
、日
詰
小
学

校
の
3
年
生
に
卵
料
理
作
り
を
体
験

さ
せ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

赤
石
で
お
楽
し
み
会

　

赤
石
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
は
11
月
23
日
、年
に
一
度

の
お
楽
し
み
会
を
赤
石
公
民
館
で
開
催
し
ま

し
た
。約
50
人
の
親
子
が
参
加
し
、木
工
や
手

芸
、お
茶
、生
け
花
、縄
な
い
、お
や
つ
作
り
の
各

コ
ー
ナ
ー
を
体
験
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
る
地

域
の
人
か
ら
は「
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
一

番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。同
ク
ラ
ブ
は
、子
ど
も
の
居
場
所
と
学

習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、国
庫
補
助
事
業
と

し
て
開
設
さ
れ
、土
曜
日
な
ど
に
赤
石
小
学
校
の
図
書
室
で
、地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

趣
味
講
座
や
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、日
詰
子
ど
も
教
室（
中
央

公
民
館
）や
古
館
子
ど
も
教
室（
古
館
小
学
校
）、さ
ぷ
り
ク
ラ
ブ（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
紫
波
さ
ぷ

り
）で
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

児童たちが大豆から手作りした「こどもクラブみそ」のみ
そ汁は大人気

　

水
分
児
童
館（
髙
橋
智
雅
子

館
長
）と
水
分
公
民
館
は
11
月

１
日
、親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
、19
人
の
児
童
と
そ

の
保
護
者
が
伝
統
料
理
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。紫
水
会
の

皆
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
作
っ

た
の
は
、へ
っ
ち
ょ
こ
団
子
汁
と

が
ん
づ
き
で
す
。児
童
ら
が
育

て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ほ
か
、地

場
産
食
材
の
数
々
が
使
用
さ
れ

ま
し
た
。完
成
し
た
料
理
は
、講

師
を
務
め
た
紫
水
会
の
皆
さ
ん

と一緒
に
い
た
だ
き
、佐
藤
藍あ

い
か佳

ち
ゃ
ん
は「
や
わ
ら
か
く
て
お

い
し
い
」と
う
れ
し
そ
う
に
お

団
子
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 へっちょこ団子づくり

を楽しむ子どもたち
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町
が
目
指
す「
環
境
と
福
祉
の
ま
ち
」

は
、豊
か
な
自
然
の
も
と
で
、老
若
男
女
を

問
わ
ず
、一
人
一
人
が
幸
福
で
あ
る
こ
と
を

思
い
描
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
社
会
の
実

現
に
は「
男
女
共
同
参
画
」の
視
点
が
と
て

も
大
事
で
す
。

　

町
は
、平
成
16
年
に
、男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
計
画「
紫し

あ
波わ

せ

あ
っ
ぷ
る
プ
ラ
ン
～
男ひ

と

と
女ひ

と

が
手
を
と
り
合

う
豊
か
な
未
来
の
た
め
に
～
」を
定
め
、誰

も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
的
立
場
や
日
常
生
活
の
役
割
な

ど
、性
別
に
よ
る
不
利
益
を
感
じ
る
場
面

は
、皆
さ
ん
の
周
り
に
も
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ラ
イ
フ・ワ
ー
ク・バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の

調
和
）や
Ｄ
Ｖ（
親
し
い
男
女
間
の
暴
力
）な

ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
、男
女
そ
れ
ぞ

れ
が
、お
互
い
の
役
割
を
認
め
合
い
、思
い
や

る
こ
と
で
、少
し
ず
つ
幸
福
な
社
会
が
実
現

さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
総
合
的
な

推
進
を
図
る
た
め
、平
成
26
年
度
ス
タ
ー
ト

の「
第
二
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」を

市
民
参
加
で
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
が
推
進
し
て
い
ま
す

○
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
識
見
の
あ

る
人
、関
係
機
関
が
推
薦
す
る
人
、関
心
を
持

つ
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、計
画
推

進
の
た
め
の
助
言
や
評
価
を
し
ま
す
。現
在

の
委
員
数
は
11
人
。11
月
21
日
に
行
わ
れ
た

会
議
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
性

別
に
よ
る
課
題
が
情
報
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

○
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー（
岩
手
県
知

　
事
認
定
）

　

県
が
主
催
す
る
養

成
講
座
を
修
了
し
、知

識
や
経
験
を
地
域
活

動
な
ど
に
生
か
し
な
が

ら
男
女
共
同
参
画
社

会
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。町
内
に
は
38
人
の

認
定
者
が
い
ま
す
。

町
内
の「
市
民
活
動
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」「
町

の
施
策
へ
の
市
民
参
加
」な
ど
、毎
月〝
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
〟の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

豊
か
な
公
が
息
づ
く
ま
ち

～
も
っ
と
町
が
好
き
に
な
る
情
報
～

一人一人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
～
男
女
共
同
参
画
社
会
～意識調査の内容を検討する推進委員の皆さん

男女共同参画社会づくりのための意識調査
　現在のあっぷるプランは、平成25年度までの
計画です。次期計画の基礎資料とする
ため、12月にアンケートによる意識調査
を実施します。町内20歳以上の無
作為に選んだ男女2,000人にアン
ケート用紙を送付いたしますので、
お手元に届きましたならば、記入
後、ポストに投かんをお願いします。

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、社

会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
、か
つ
、共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
を
い

う
。（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
第
2
条
）

■
問
合
せ 

企
画
課 

協
働
支
援
室  

☎（
６
７
２
）６
８
８
４

「紫波町男女共同参画推進計画」

紫
し

あ波
わ

せあっぷるプラン
　基本目標と共に、計画の考え方や推進
体制などを集約しています。

基本目標
「男女が共に参画する

まちづくり」
「男女が共に支えあう

安心のまちづくり」
「男女が共に輝く元気なまちづくり」
「男女がお互いを尊重するまちづくり」
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地
域
で
支
え
て
い
く
介
護

し
わ
介
護
の
日

町の話題Hot News

野菜を被災地へ
ボランティアひまわり

　

町
は
11
月
８
日
の「
し
わ
介
護
の

日
」に
、ナ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
講
演
会

と
相
談
会
を
開
き
ま
し
た
。講
師
の

認
知
症
介
護
研
究・研
修
仙
台
セ
ン

タ
ー
長
加
藤
伸
司
氏
は「
介
護
に
は

患
者
と
家
族
、両
方
の
ケ
ア
が
必
要
。

地
域
の
人
が
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
て
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
、家

族
は一人
で
抱
え
込
ま
ず
、助
け
て
も

ら
い
な
が
ら
、上
手
に
手
を
抜
く
こ

と
が
大
切
」と
説
明
し
、約
１
２
０
人

の
来
場
者
が
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

認知症について○×クイズで学ぶ来場者たち

　

紫
波
総
合
高
校
福
祉
健
康
系
列
の
３
年
生
23
人
が
11
月
６
日
、福

祉
施
設
の
利
用
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
学
校
に
招
い
て
、会
食
や
手

芸
活
動
で
交
流
し
ま
し
た
。福
祉
現
場
で
実
習
を
重
ね
た
生
徒
た
ち

が「
も
っ
と
福
祉
施
設
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
の
思
い
か
ら

企
画
。「
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
に

気
を
付
け
ま
し
た
」と
リ
ー
ダ
ー
の
菊
池
史
華
さ
ん
。参
加
し
た
泉
舘

ハ
ツ
エ
さ
ん
は「
色
ん
な
方
々
と
お
話
し
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」と

笑
顔
で
し
た
。

福
祉
の
考
え
方
を
生
か
し

紫
波
高
で
交
流
会

和やかな会話と笑顔があふれていました

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り
の
19
人
は
11
月
９
日
、

有
志
が
提
供
し
た
野
菜
や
果
物
を
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
み
、被
災
地
の
陸
前
高
田
市
に
届
け
ま
し
た
。そ
の
う
ち

２
千
本
の
ネ
ギ
は
、片
寄
地
区
の
鷹
觜
充
夫
さ
ん
の
家
で
収

穫
さ
れ
た
も
の
。震
災
後
、陸
前
高
田
市
か
ら
日
詰
地
区
に

避
難
し
、ひ
ま
わ
り
の

活
動
に
参
加
し
て
き

た
西
條
嘉
代
子
さ
ん

は「
塩
害
で
使
え
な

く
な
っ
た
畑
も
あ
り
、

食
べ
物
は
貴
重
。支
援

は
と
て
も
あ
り
が
た

い
で
す
」と
故
郷
へ
の

支
援
を
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

作業をした皆さんの温かい気持ちも
積み込まれていくようでした

　

町
は
11
月
29
日
、町
内
全
小
中

学
校
の
学
校
給
食
３
２
５
０
食
に
、

も
ち
も
ち
牛
を
使
用
し
た
す
き
焼

き
風
煮
を
提
供
し
ま
し
た
。日
詰

小
学
校
５
年
生
の
ク
ラ
ス
に
は
、生

産
者
４
人
が
訪
れ
、児
童
と
一
緒
に

給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

「軟らかくておいしいね」

生
産
者
と
一
緒
に

も
ち
も
ち
牛
を

味
わ
う

「
い
い
肉
の
日
」

16



展示作品に見入る来場者たち

町
の
文
化
に
触
れ
て

町
芸
術
祭

　

町
芸
術
祭
の
展
示
部
門
は
11
月

２
日
か
ら
４
日
ま
で
、中
央
公
民
館

で
開
か
れ
、延
べ
１
３
５
５
人
が
訪

れ
ま
し
た
。絵
画
や
書
道
の
ほ
か
、

文
芸
や
各
種
工
芸
な
ど
幅
広
い
作

品
が
全
部
で
９
１
４
点
展
示
さ
れ
、

ス
ポ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
楽
器
演

奏
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。花
巻

市
か
ら
訪
れ
た
小
松
か
つ
子
さ
ん
は

「
ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。私
も
手
編
み
を
始
め
よ

う
か
な
と
思
い
ま
し
た
」と
感
性

を
刺
激
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

実
際
に
使
え
ま
す
か
？

古
館
公
で
避
難
所
開
設
訓
練

　

古
館
公
民
館
は
11
月
14
日
、町
内
で
初
め
て
公
民
館
主
催
の
避

難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
交

流
会
参
加
者
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、今
年
、各
公
民
館
に
配
備
さ

れ
た
発
電
機
を
、停
電
時
と
同

じ
条
件
で
使
用
。ガ
ソ
リ
ン
の

取
扱
方
法
や
、発
電
機
で
ど
れ

だ
け
の
電
化
製
品
を
使
用
で

き
る
か
試
し
ま
し
た
。ま
た
、ビ

ニ
ー
ル
袋
を
使
っ
た
炊
飯
体
験

も
行
わ
れ
、訓
練
後
に
は
、試

食
し
な
が
ら
改
善
点
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

発電機の操作を確認

町長に報告する 左から手束君、中川君、野田監督
　

紫
波
第
一
中
学
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部

は
11
月
15
日
、ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
た
中
川
亮
君
と
主
将
の
手
束
伊
吹

君
、野
田
満
哉
監
督
、岩
泉
康
喜
校
長

が
町
長
室
を
訪
れ
、11
月
５
日
に
行
わ

れ
た
県
中
総
体
の
優
勝
報
告
を
し
ま

し
た
。県
選
抜
に
選
ば
れ
、11
月
10
、11

の
両
日
に
行
わ
れ
た
東
日
本
中
学
生
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ス
ク
ー
ル
の

部
に
も
出
場
し
た
中
川
君
と
手
束
君
は

「
目
標
は
花
園
に
出
る
こ
と
」と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

県
中
総
体
ラ
グ
ビ
ー
で

一
中
が
二
連
覇
！
　

佐
比
内
地
区
教
育
振
興
運
動
実
践
協

議
会（
山
下
研
悦
会
長
）と
佐
比
内
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
清
水
昌
次
会
長
）は
11
月
25

日
、佐
比
内
公
民
館
で
合
同
収
穫
祭
を

行
い
ま
し
た
。小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
親
子
と
地
域
住
民
ら
約
70
人
が

参
加
し
、ピ
カ
リ
ン
農
園
で
子
ど
も
た
ち

が
育
て
た
ソ
バ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
て
、

手
打
ち
そ
ば
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
和
え
な
ど
を
調
理
し
て
会
食
し
ま
し

た
。３
年
生
の
福
山
も
え
さ
ん
は「
み
ん

な
と
一
緒
に
料
理
を
し
て
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ピ
カ
リ
ン
農
園
の

収
穫
祭

佐
比
内・教
育
振
興
運
動子どもたちもそば打ちに挑戦

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ

ザ
で
11
月
29
日
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。東
広
場

の
12
本
の
木
々
に

毎
日
夜
10
時
ま
で

点
灯
さ
れ
ま
す
。

オガールプラザ
の冬を彩る
イルミネーション

凜とした空気の中で輝くシャンパンゴールドの明かり
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子
ど
も
の
お
や
つ
は
3
回
の
食
事
で
十
分

に
と
れ
な
い
栄
養
を
補
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
お
や
つ
は
家
族
や
お
友
達
と
の
時
間
を

楽
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
食
べ
方
を
間
違
え
る
と
、
3
度

の
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
太
り

す
ぎ
た
り
、
虫
歯
に
な
っ
た
り
と
悪
い
影
響

も
も
た
ら
し
ま
す
。
平
成
23
年
度
紫
波
町
３

歳
児
健
康
診
査
の
結
果
を
見
る
と
、
28
・
４

%
の
子
ど
も
に
虫
歯
が
あ
り
、
約
20
人
に
１

人
の
割
合
で
太
り
気
味
の
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
身
に
つ
け
た
生
活
習

慣
の
基
礎
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
な
か
な
か

変
え
ら
れ
な
い
も
の
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
だ

け
で
直
す
こ
と
も
難
し
い
も
の
で
す
。
家
族

み
ん
な
で
お
子
さ
ん
の
お
や
つ
に
つ
い
て
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ
は
い
つ
食
べ
る
？

　

1
歳
前
後
に
な
る
と
、
授
乳
回
数
が
減
っ

て
1
日
3
回
の
食
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

3
回
の
食
事
が
し
っ
か
り
と
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
食
事
と
食
事
の
間
隔
が
5
～
6
時

間
空
く
よ
う
に
お
や
つ
の
時
間
を
決
め
ま

し
ょ
う
。

　

お
や
つ
の
時
間
を
決
め
ず
に
だ
ら
だ
ら
と

食
べ
る
と
、
口
の
中
に
糖
分
が
長
い
時
間
と

ど
ま
る
た
め
、
虫
歯
菌
が
元
気
に
な
っ
て
歯

を
溶
か
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
は
糖
分
が
多
く
、

口
に
入
っ
て
い
る
時
間
も
長
い
た
め
、
歯
に

汚
れ
が
付
き
や
す
く
、
虫
歯
に
な
る
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
お
や
つ
が
い
い
の
か
な
？

　

本
年
度
の
紫
波
町
3
歳
児
健
康
診
査
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
乳
酸
飲

料
な
ど
の
甘
い
飲
み
物
や
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
ア
メ
な
ど
の
甘
い
お
菓
子
を
週
に
３
回
以

上
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
い
る
子
ど
も
が

７
割
以
上
も
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

１
．
糖
分
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
！

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ア
メ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な
ど
の
お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
や
乳
酸
飲
料
に
は

糖
分
が
た
っ
ぷ
り
。
子
ど
も
の
１
日
の
糖
分
摂

取
量
の
目
安
は
約
20
㌘
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー

に
は
、
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
に
実
際
ど
の
く
ら

い
の
糖
分
が
入
っ
て
い
る
の
か
分
か
る
模
型
が

あ
り
ま
す
の
で
、
健
診
な
ど
で
保
健
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
た
際
に
確
認
で
き
ま
す
。

２
．
脂
肪
の
多
い
も
の
は
控
え
め
に
！

　

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の

食
べ
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
も
ご
注
意
！

　

幼
児
期
に
濃
い
味
に
慣
れ
る
と
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
薄
味
に
戻
す
こ
と
は
難
し
い
も

の
で
す
。
塩
分
の
と
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
な

ど
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
薄
味
に
慣
れ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

おやつを楽しく
上手に食べましょう！

健
康

萬保健師

■問合せ　長寿健康課　健康推進室　☎672-4522　有線01-899１

お
や
つ
を
選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
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野菜に水気がたくさん
残っていると、味が薄まり
どんどん調味料を足してし
まいます。しっかり水切り
してから和えるように

しましょう。

本当は怖いアルコール
「分かっているのに、どうしてもやめられない」

心のほっと相談室

■問合せ・相談　福祉課　福祉推進室　☎672-6864（直通）　有線01-8921

　
大
量
の
お
酒
を
長
期
間
飲
ん
で
い
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
へ

の
精
神
的
・
身
体
的
依
存
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
手
近
な
と
こ

ろ
に
お
酒
が
な
い
と
不
安
に
な
る
、
お
酒
が
切
れ
る
と
不
快

な
症
状
が
現
れ
る
な
ど
「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
心
の
片

隅
で
は
思
い
つ
つ
「
ア
ル
コ
ー
ル
無
し
で
は
い
ら
れ
な
い
」

状
態
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
）
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
お
酒
を
飲
む
人
な
ら
男
女
を

問
わ
ず
誰
に
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
推

定
患
者
数
は
全
国
で
82
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単
自
己
チ
ェッ
ク

□ 

飲
む
量
を
減
ら
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
る

□ 

周
囲
の
人
か
ら
、自
分
の
飲
酒
に
つ
い
て
非
難
さ
れ

て
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

□ 

自
分
の
飲
酒
に
つ
い
て
良
く
な
い
と
感
じ
た
こ
と

（
罪
悪
感
）が
あ
る

□ 

朝
酒
や
迎
え
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る

※
２
項
目
以
上
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
疑
い
が
高
い
と
い
え
ま
す
。（
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｅ
法
）

　
一
度
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
れ
ば
、
適
量
の
お
酒
と

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
こ
か

ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
、
完
全
に
お
酒
を
断
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
本
人
の
固
い
意
思
と
周
り
の
人

の
支
え
が
必
要
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
疑
い
が
あ

る
人
は
、
早
め
に
精
神
科
や
専
門
相
談
機
関
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
自
助
グ
ル
ー
プ
の
断
酒
会
な
ど
へ
の
参

加
も
役
立
ち
ま
す
。
福
祉
課
に
紹
介
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

簡単！野菜の和え物
＊からだよろこぶヘルシーレシピ＊

野菜は、ゆでたり蒸したりすることで、カサが減り、たくさん食べ
ることができます。和え物をする時に、あわせ調味料を作ったり、
ゴマをすったりする時間がない、という時、市販の調味料を使う
と便利です。ただし、市販の調味料は味が濃くなりがちですので、
使う量には気をつけましょう。

1油揚げ、ニンジンはせん切りにする。シメジは石づきを取り除き
小房に分ける。

2 鍋にお湯をわかし、塩をひとつまみ入れる。シメジ、モヤシ、ニン
ジンを順にゆでる。

3 ザルに油揚げ、菊の花を並べ、お湯をかける。（野菜をゆでたお
湯でもよい）

4 23を半分に分け、よく水切りをする。
5 半分はポン酢で和える。残りの半分はゴマ和えの素をよく混ぜる。
6 それぞれ器に盛り付け、刻みのりを飾る。

つくりかた

紫波町食生活改善推進員協議会　長岡地区会員　福田節子さんのレシピです

油揚げ…………… 1枚
ニンジン……… 小１本
シメジ……… １パック

モヤシ…………… １袋
菊の花……………適宜
刻みのり…………適宜

塩……… ひとつまみ
ポン酢……………適量
ゴマ和えの素……適量

材料（４人分）

（ポン酢やゴマ和えの素は作っている会社によって味の濃さが違いま
すので、少量から試してみましょう）
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〒028-3305 紫波町日詰字丸盛222-1（ユニバースそば）
☎019-671-2161 紫波中央不動産 検索

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.019-
656-6776

新築建売住宅
紫波町物件  第二弾！！
☆復興支援・住宅エコポイント対象物件
【主な設備・仕様】◎システムキッチン（浄水器一体型水栓・
ステンレストップ）◎全居室Ｌｏｗ-Ｅガラス◎換気暖房乾燥
機付ユニットバス◎シャンプードレッサー◎シャワートイレ
◎ＴＶモニター付インターホン ほか

太陽光発電システム搭載

2,080万円～
（税込）

（株）紫波中央不動産

【物件概要】●所在地/紫波郡紫波町桜町字高木５番４●交通/JR東北
本線日詰駅徒歩14分●構造/木造２階建て●総戸数/2戸●販売戸数
/2戸●間取/４LDK●土地権利/所有権●地目/宅地●都市計画/非
線引き区域●用途地域/無指定●建ぺい率/70％●容積率/200%●
現況/未完成●完成予定日/平年24年12月中旬●道路/公道・幅員 
約5ｍ●設備/公営上下水道・東北電力・LPガス●駐車場/砕石・土間
コンクリート各１台分●学区/赤石小学校・紫波第一中学校●確認済
証/第HPA-12-02516-1号ほか●確認済年月日/平成２４年６月８日
●取引態様/媒介（売買代金の他に仲介料手数料がかかります）
土地面積：２１６.０９㎡（６５.３６坪）建物面積：９８.８１㎡（２９.８９坪） 広告有効期限：平成■年■月30日

お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

●太陽光発電システムの代金は物件価格に含まれています。
●土地・建物契約と太陽光発電システムの契約は別契約になります。

パート募集
【職種】不動産業務全般
※詳細は下記までお問い合わせください。

■募集学生
〈教養学部〉

・科目履修生（６カ月在学し、希望
する科目を履修）

・選科履修生（１年間在学し、希望
する科目を履修）

・全科履修生（４年以上在学し、卒
業を目指す）

〈大学院〉
・修士科目生（６カ月在学し、希望

する科目を履修）
・修士選科生（１年間在学し、希望

する科目を履修）
■出願期間　２月２８日（木）まで
■問合せ　放送大学岩手学習セン
ター（岩手大学構内）　☎653-7414
http://www.ouj.ac.jp

■弁護士無料相談会
　土地関係・会社関係・多重債務な
ど、さまざまな内容を受け付けます。
企業など個人以外でもご利用可能で
す。ご予約の上お出かけください。
■日時　１月１１日（金）
午前１０時～午後３時
■会場　総合福祉センター
■申込・問合せ　社会福祉協議会
☎６７２-３２５８（要予約）

稲藤第一農産加工組合 ☎６７３-６７８５（浅沼）

「一のそば」屋台開店
２月から毎月第１日曜日 １０：００～１５：００
オガール緑の大通りにて

「一のそば」屋台開店
２月から毎月第１日曜日 １０：００～１５：００
オガール緑の大通りにて

手打ち
生そば
１パック（２人前）４００円

紫波の大地で育まれた新そばです

今年の年越しそばは
家族みんなで一のそば
オガールプラザ「紫波マルシェ」で毎日販売
営業時間：９：００～１８：００、定休：年始

除雪にご協力ください
●除雪路線と除雪方法
【除雪対象路線】幅員４㍍以上の道路／通勤通学に重要な路線（２車線の基幹
路線、歩道）を優先します。／そのほか、生活上利用度が高いと判断される生
活路線を優先します。／積雪量、積雪時間、地域事情によって除雪作業の時間
帯が異なります。

【除雪を行う積雪量の目安】おおむね１０㌢程度（１０㌢以下の積雪でも、圧雪、
わだち、吹き溜りなど、地域ごとの道路状況を判断し除雪を行います）

●玄関先の除雪にご協力ください
　降雪による交通渋滞が発生しないように、少しでも
早く広い範囲の道路を除雪するよう努力しています。
道路の除雪により玄関先におかれた雪の処理につい
ては皆さんのご協力をお願いします。

●雪捨て場のご案内
　一時的な雪置き場として、次の２カ所と住宅密集地
の公園を開放します。雪以外のものが混入しないよう
に気をつけてご利用ください。

紫
波
中
央
駅

薬師
神社

サン・
ビレッジ
紫波

オガールプラザ

雪捨て場
出入口

滝名川

青山
ふとん店

あづま
幼稚園

山王海土地改良区

志
和
橋

雪捨て場

県道志和石鳥谷線

盛
岡
和
賀
線

出入口 ←至
紫波I.C

けやき
学園

ＪＡいわて
中央本所

自転車競技場
雪捨て場

出入口

紫波
一中出入口

紫波中央駅前
（オガール地区） 滝名川河川敷（志和橋下流） 牡丹野

（町資材置場）

水道凍結に注意！

紫波町水道協同組合・水道トラブル対処専用電話番号
☎６７２-２６１１（24時間対応	年中無休）
※紫波町水道協同組合は、町内水道業者が集まり法人化した組織です。

相談

紫
波
中
央
駅

薬師
神社

サン・
ビレッジ
紫波

オガールプラザ

雪捨て場
出入口

滝名川

青山
ふとん店

あづま
幼稚園

山王海土地改良区

志
和
橋

雪捨て場

県道志和石鳥谷線

盛
岡
和
賀
線

出入口 ←至
紫波I.C

けやき
学園

ＪＡいわて
中央本所

自転車競技場
雪捨て場

出入口

紫波
一中出入口

紫波中央駅前
（オガール地区） 滝名川河川敷（志和橋下流） 牡丹野

（町資材置場）

本年度から紫波中央駅
前は利用できません。

長時間水道を使わないときは、水抜栓
を操作して、完全に水を抜くように心
がけましょう。

【水の抜き方】 ①蛇口を開ける。②水抜栓を完全に閉める。
（逆順でも良い）
〈注意〉水抜栓が半開きの場合、地下に水が漏れ出します。
【水道を凍らせてしまったら】 凍結していると思われる箇所に
タオルをかぶせ、その上から「ぬるま湯」をかけて溶かしてくだ
さい。（熱湯をかけると水道管が破裂する恐れがあります。ドラ
イヤーでゆっくり温めても効果的）

【解凍できない・水道管が破裂したとき】 「水道トラブル専用相
談窓口」へご相談ください。（凍結修理などの費用は自己負担）
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暮らしの情報

にごりワイン好評発売中
甘口ロゼワインが新登場！
クリスマスは紫波のワインで乾杯

（株）紫波フルーツパーク
 ☎019-676-5301
 紫波町遠山字松原1-11（道の駅紫波の裏手）

2012 年産新酒
工場直売所限定販売
2012年産新酒
工場直売所限定販売

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555 ハダカのおつきあいで一家だんらん。

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

大晦日オールナイト営業
12月31日(月)午前10時

▶1月1日(火)午後10時
まで

毎年恒例

1日午前0時のカウントダウン～3日まで

お正月イベント開催!

清掃センター年末年始
はお休みします

　盛岡・紫波地区環境施設組合清掃
センターは、次の日程で年末年始に
お休みします。
ごみ収集・ごみの受け入れ
休業期間 １２月３０日（日）～１月３日（木）
引き取りごみ

休業期間 １２月２９日（土）～１月３日（木）
ふれあい館（お風呂、ゲートボール）
休業期間 １２月２９日（土）～１月４日（金）
犬猫などの処理

休業期間 １２月３０日（日）～１月３日（木）
■問合せ　盛岡・紫波地区環境施設
組合清掃センター　☎６９７-３８３５

年末年始の 
し尿汲み取りについて

　紫波、稗貫衛生処理組合は、12月
29日（土）午前中までし尿の受け入れ
をします。年末年始は大変混み合いま
すので、10日間程度の余裕を持って
お申し込みください。
■休業期間　12月29日（土）正午～
1月６日（日）
■申込　藤原清掃社　☎６７３-６２１３
　　　　紫波衛生社　☎６７２-２６５６
■問合せ　紫波、稗貫衛生処理組合
☎６７２-２０１７　有線０４-６０６８

「復興支援・ 
住宅エコポイント」 
予約受付中

　復興支援・住宅エコポイントは、エ
コ住宅の新築、エコリフォームをした
場合にポイントが発行され、被災地の
産品、製品と交換できる制度です。ポ
イント発行申請の約1カ月前までに

予約申込が必要です。平成24年10
月末までに着手したエコリフォームの
申請期限は平成25年1月末まで。申
し込みはお早めに。
※当町も「東日本大震災に対処するた
めの特別の財政援助及び助成に関す
る法律」における「特定被災区域」です。
■申込・問合せ　住宅エコポイント
事務局　☎０５７０-２００-１２１

■小中学生書き初め大会
　町内児童・生徒による新春書き初め
大会が開催されます。課題は当日会
場で発表。（参加賞有り）
■日時　１月12日(土) 午前９時～

（午前８時30分受付開始）　　
■参加費　無料
■持ち物　習字用具一式、新聞紙、
ズック（中履き）
■会場・問合せ　中央公民館
☎672-3372

■介護者のいるご家族へ
①家庭介護講座

　在宅介護の知識や技術を学びます。
お申し込みの上、お出かけください。
◆日時　1月22日（火）午前９時～１１時
３０分
◆会場　特別養護老人ホームにいや
ま荘
◆内容　介護保険／知って納得！らく
らく介護術
◆定員　20人（町民）
②介護者のこころの相談室

　介護者がいる家族のための「心の
ケア」のため、予約制でこころの専門
家が個別に相談に応じます。（相談内
容の秘密は守られます）日頃介護で悩
んでいることや不安に思っていること
などをお気軽にご相談ください。

◆日時　１月１８日（金）午後１時～５時
◆会場　保健センター
◆内容　１人１時間程度
◆定員　４人　
■申込・問合せ　１月１６日（水）まで　
紫波町地域包括支援センター　
☎671-1101　有線01-8991 

2013紫波冬まつり 
参加者・出店者を募集 

　「夢灯り参加者」「屋台出店者」「イベ
ントステージ参加者」「記念花火」をそ
れぞれ募集しています。
■まつり日時
１月１９日（土）午前１１時～午後９時
■会場　ラ・フランス温泉館周辺エリア
■申込・問合せ
紫波町観光交流協会　☎676-4477

観光ボランティアガイド
養成講座

　町の魅力を町内外の皆さんへお伝
えする観光ボランティアを養成します。
■日時　１月２７日（日）佐比内金山、
陣ヶ岡コース
2月2日（土）赤沢、八戸藩コース
2月16日（土）比爪館コース　いずれ
も午前9時～正午
■集合場所　紫波町役場第一会議室
■参加費　500円（1回分、資料代）
■定員　20人　
■申込・問合せ　1月15日（火）まで
商工観光課　観光交流室
☎６７２-６９１３（直通）

自宅で受講「放送大学」
－学生募集－

　放送大学は、テレビなどの放送やイ
ンターネットを通して学ぶ通信制の大
学です。平成２５年４月入学生を募集。

募集

お知らせ

催し

紫波ネット2012 12月号21



What is “year-
end party” in 
Japanese?

紫波勢が頑張りました
矢巾町で英語暗唱大会

　紫波郡地方教育委員会連絡協議会と紫波郡
教育研究会英語部会が10月31日、矢巾中学校
南昌ホールで第34回紫波郡中学校英語暗唱大
会を開催しました。
　この大会は、郡内中学校の英語力向上のため
に毎年開催されており、当町と矢巾町の各中学
校から選抜された生徒たちが、課題英文を暗唱
し、その表現力が審査されるものです。今大会
は２５人が出場、学年ごとに優勝から3位までが
選ばれ、賞状と盾が贈られました。３年生の部で
優勝した高橋夏鈴さんは「昨年は３位だったの
で優勝できてうれしいです。私が選んだ課題文
は男女の会話でしたが、感情を入れて役になり
きったのが良かったと思います」と、笑みを浮か
べ達成感をにじませていました。入賞者は次の
とおりです。（敬称略）
■１年生　優勝 八重樫風花（紫波二）、準優勝 菅

原穂乃佳（紫波一）、３位 佐藤希帆（矢巾中）
■２年生　優勝 長牛和樹（紫波二）、準優勝 根

本さくら（紫波二）、３位 鈴木ひなの（紫波一）
■３年生　優勝 高橋夏鈴（紫波二）、準優勝 阿

部紘大（紫波二）、３位 和野彩月（紫波一）

●町の出来事や情報が
たくさん載っていて参考
になります。英語クイズ
も毎回楽しみにしていま
す。（佐比内・50歳代）
●町に関する色んな情
報の提供を期待してい
ます。（日詰・60歳代）

寄せられたご意見・ご感想

　 ウエノ不動産管理（有） 
☎671-2072  　　671-2073
 日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

ウエノ不動産管理 検索

FAX

紫波町に定住・住替を
お考えの皆さんへ
理想の住まい探しを
サポートします。

（社）全日本不動産協会会員  東北地区不動産公正取引協議会会員
 岩手県知事免許（2）2255号

最新情報はホームページへ

この街で宅地・建物の売買、仲介、
自社開発分譲を手がけています。
ご成約された被災者の方には
特典をご用意しています。
※詳しくはお問合せください。

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278

☎676-7676 FAX676-4404
       中央葬祭センター  
「シンセラホール紫波」

シンセラホール紫波中央葬祭
センター

お陰様でオープン4周年
シンセラホール紫波は、1月10日でオープン4周年を迎えます。

大切な人をお送りするために…
これからも、真心込めてお手伝いさせていただきます
大切な人をお送りするために…
これからも、真心込めてお手伝いさせていただきます

郵便はがきまたは電子メールで、
住所、氏名、年齢、電話番号、答え、

『紫波ネット』の感想や町へのご意
見などを記入の上、ご応募くださ
い。締切は１月４日（金）消印まで。	
〒028-3392紫波町役場 企画課情
報政策室「英語クイズ」係 電子メー
ルjoho@town.shiwa.iwate.jp

【先月号の質問】
「Thanksgiving」は
アメリカの11月の祝
日です。日本語では
何と言うでしょう。 

【答え】 
感謝祭

正解者の中から抽選
で

記念品をプレゼント

郡中学校英語暗唱大会
3年生の部入賞者、左か
ら2位阿部紘大君（紫波
二中）、1位高橋夏鈴さ
ん(紫波二中)、3位和野
彩月さん（紫波一中）

稲藤第一農産加工組合 ☎６７３-６７８５（浅沼）

「一のそば」屋台開店
２月から毎月第１日曜日 １０：００～１５：００
オガール緑の大通りにて

「一のそば」屋台開店
２月から毎月第１日曜日 １０：００～１５：００
オガール緑の大通りにて

手打ち
生そば
１パック（２人前）４００円

紫波の大地で育まれた新そばです

今年の年越しそばは
家族みんなで一のそば
オガールプラザ「紫波マルシェ」で毎日販売
営業時間：９：００～１８：００、定休：年始

ハワード主事
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紫波町日詰字郡山駅２０９  ☎676-2838  日詰バス停前

佐藤時計店佐藤時計店

お買い物駐車場

仲　町
駐車場

よかろ●
松本精肉店●

GS● ●タクシー

http://www.meakashi.com

眼鏡屋 目明かし堂眼鏡屋 目明かし堂
有限会社 サトウ時計店

銭形平次のふるさと紫波町のメガネ店 普通のケータイ
のＱＲコード

詳細はインターネットのホーム
ページの音声でお聴き下さい。

新発売記念価格29,400円から新発売記念価格29,400円から

設計が選べることで見やすさを、ベースカーブが選べることで仕上がりが美しいメガネ
きれいが目覚める遠近両用メガネレンズ

http://www.meakashi.com/news/

音声説明は
解りやすい！

古館駅

●中島歯科

至花巻 至盛岡４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺字古屋敷6-31
TEL019-676-5825 
E-mail kamihikoki@posh.jp　

相心舘
クチコミが一番

安心できるスマホで
音声説明
スマホで
音声説明

OPEN8:40
CLOSE18:00

24年はお世話様でした、25年もよろしくお願いします

年末年始休暇　12月31日～1月4日迄　5日より平常営業

ダブル

S P O T ＊ N E W S

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

２
週
間
と
な
り
ま
し
た
。振

り
返
っ
て
み
る
と
、今
年
も
目

ま
ぐ
る
し
い
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

６
月
20
日
に
、産
直「
紫
波

マ
ル
シ
ェ
」を
中
心
と
し
た
農

商
工
連
携
施
設
と
し
て
、オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
が
開
場
し
ま
し

た
。産
直
の
ほ
か
に
も
、子
育

て
応
援
セ
ン
タ
ー
や
カ
フ
ェ
、居

酒
屋
、医
療
施
設
、学
習
塾
、

大
中
小
の
会
議
室
、音
楽
ス
タ

ジ
オ
な
ど
が
入
る
多
機
能
施

設
の
た
め
、近
隣
で
人
気
の
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
31
日
に
は
、念
願
の
図

書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。生

涯
学
習
の
場
と
し
て
、町
民
は

も
と
よ
り
、町
外
か
ら
の
多
く

の
来
場
者
に
よ
り
交
流
人
口

拡
大
と
経
済
波
及
効
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
役
場
庁
舎
の
移
転
で

す
。２
年
に
わ
た
る
町
の
皆
さ

ん
へ
の
説
明
と
議
会
議
決
を

経
て
、オ
ガ
ー
ル
エ
リ
ア
に
移

転
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。現
在
、基
本
設
計
段
階

に
入
っ
て
お
り
、「
よ
り
町
民

に
愛
さ
れ
る
庁
舎
」「
使
い
や

す
い
庁
舎
」を
目
指
し
、今
月

８
日
と
９
日
に
町
民
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。皆
さ
ん

か
ら
の
ご
提
言
を
得
て
、来
年

２
月
に
は
、実
施
設
計
に
着
手

し
、９
月
の
着
工
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
度
か
ら
企
業

会
計
を
採
用
し
、合
理
化
を

進
め
た
当
町
の
下
水
道
経
営

全
般
の
改
革
が
、各
地
か
ら
関

心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、紫
波

町
モ
デ
ル
と
し
て
、全
国
に
広

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、一
般
会
計
に
つ
い
て
も

公
会
計
手
法
を
取
り
入
れ
、

現
在
の
官
庁
会
計
と
併
用
し

な
が
ら
、行
政
経
営
の
透
明

性
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

今
後
、オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
続

い
て
、民
間
事
業
棟
Ａ
棟
、Ｄ

棟
、役
場
庁
舎
、住
宅
地
分
譲

へ
と
進
行
し
ま
す
が
、今
年
１

年
は
、将
来
に
向
け
て
発
展
す

る
町
と
な
る
た
め
の
１
０
０
年

の
大
計
の
根
幹
と
な
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、１
年
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
、素
晴
ら
し

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
切
望
し
て
い
ま
す
。

藤　

原　
　

孝

１
年
を
振
り
返
っ
て

町 長 か ら の メ ッ セ ー ジ

　
町
は
11
月
22
日
、生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー「
環
境・ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」を
情
報
交
流
館
大
ス
タ
ジ
オ
で
開
催
し
ま
し
た
。約
70
人
が

参
加
の
も
と「
自
治
体
環
境
政
策
の
実
現
方
法・協
働
と
行
動
」と
題

し
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、講
師
の
上
智
大
学
法
科
大
学
院
北
村

喜
宣
教
授
は「
地
方
分
権
の
改
革
以
後
、住
民
に
身
近
な
行
政
事
務
は

地
方
公
共
団
体
に
委
ね
ら
れ
、地
方
が
国
と
対
等
に
な
っ
た
こ
と
で
、

住
民
は
も
っ
と
市
町
村
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
参
加
す
る
必
要
が
あ

り
、そ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
」と
説
明
。ま
た
、「
福
祉
行

政
な
ど
は
平
等
が
重
要
で
、環
境
は
平
等
を
求
め
て
い
な
い
。地
域
ご

と
に
政
策
の
違
い
が
あ
っ
て
当
然
。国
や
県
で
は
な
く
、市
町
村
の
基

準
を
意
識
す
る
住
民
参
画
が
必
要
で
す
」と
解
説
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、紫
波
み
ら
い
研

究
所
の
八
重
畑
祐
見
子
さ
ん
は
、町
の
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
の
軌
跡

と
活
動
へ
の
思
い
を
述
べ
、作
山
孝
洋
環
境
課
長
は
、有
機
、森
林
、無

機
資
源
循
環
や
低
炭
素
社
会
推
進
の
取
り
組
み
を
紹
介
。岩
手
大
学

笹
尾
俊
明
准
教
授
は
、町
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
が
経
済
効
果
に
も

波
及
し
て
い
る
と
評
価
し
、最
後
に
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
津
軽
石

昭
彦
さ
ん（
県
庁
）は
、環
境
自
治
体
と
エ
コ
住
民
が
新
た
な
地
域
文

化
を
作
る
の
で
は
な
い
か
と
、町
の
住
民
参
画
の
広
が
り
に
期
待
し
て

い
ま
し
た
。

【講師】北村喜宣氏プロフィール
1983年神戸大学法学部卒、カリフォルニア
大学バークレー校大学院修了。法学博士。横
浜国立大学経済学部助教授を経て、上智大学
法科大学院教授

分権後の
まちづくりは町の
基準を意識する
住民参画が必要
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紫
波
の
伝
統
食
を
作
る

「
柳
汁
」「へっ
ち
ょ
こ
だ
ん
ご
」

「
切
り
干
し
大
根
の
煮
付
け
」

　食
の
匠
と
一
緒
に
伝
統
食
を
作
り
ま
せ
ん
か
。柳
汁
は
、寒
い
冬
に
、柳
が

芽
吹
く
春
の
訪
れ
を
待
ち
望
ん
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、地
域
に
よ
っ
て

は
、米
粉
で
は
な
く
ソ
バ
粉
で
作
ら
れ
ま
す
。米
粉
を
柳
の
形
に
す
る
と
き
に

は
、小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。ま
た
、へ
っ

ち
ょ
こ
だ
ん
ご
は
、人
間
の
へ
そ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も

の
。寒
い
冬
に
ぴ
っ
た
り
の
、体
が
温
ま
る
料
理
で
す
。

募集

レシピ

「
食
の
匠
」

 

細
川
玲
子
さ
ん
の

 

伝
統
食
講
習
会
⑧

■
日
時
　
1
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
　
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

　（
情
報
交
流
館
内・キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
）

■
募
集
人
員
　
10
人（
先
着
順
）

■
費
用
　
８
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

■
申
込・問
合
せ

　
受
付
開
始
は
12
月
25
日（
火
）午
前
９
時
か
ら

　
情
報
交
流
館
事
務
局
☎（
６
７
２
）２
９
１
８

米粉・・・・・・100ｇ
熱湯・・100～200cc
ニンジン・・・・40ｇ
ゴボウ・・・・・・50ｇ
ダイコン・・・・50ｇ
マイタケ・・・・40ｇ
ネギ・・・・・・・１/３本

【つゆ】
煮干し・・・・・・30ｇ
水（つゆ用）・・1600cc
みそ・・・・・・・・・50ｇ
薄口しょう油・・・50ｇ
塩・・・・・・・・・・・少々

柳汁（４人分）
①ボウルに米粉を入れ、耳たぶくら
いの固さになるように熱湯の量を
調整しながら、こねる。

②①を直径２cmほどに丸めてから
細長い形にする。このとき、スプー
ンなどで葉脈の線を入れると、柳
の葉のように見える。
③鍋に水と煮干しを入れ火にかける。
④ニンジン、ゴボウはささがきにし、
ダイコンは一口大に切る。マイタ
ケは石づきを取り、食べやすい大
きさに裂く。
⑤③に④の材料を入れて煮る。野菜
が煮えたらみそを半分入れる。

⑥沸騰してきたら、②の柳型の米粉
を入れ、残りのみそを加えて味を
調える。

⑦最後に斜め切りにしたネギを入
れ、火を止め、器に盛りつけ出来
上がり。

※お好みで、シメジやシイタケ、ハク
サイなどを加えてもよい。

【団子】
米粉・・・・・・100ｇ
熱湯・・100～120ｇ
【小豆汁】

小豆・・・・・１カップ
水・・・・・・・・800cc
砂糖・・120ｇ前後
塩・・・・・小さじ１/２

へっちょこだんご（４人分）
①小豆はたっぷりの水に入れて沸騰さ
せ、一度お湯を捨ててから、新たに水
を入れて、軟らかくなるまで煮る。
②砂糖を加え、好みの軟らかさにな
るまで煮て、最後に塩を加えて味
を調える。
③ボウルに米粉を入れ、耳たぶくら
いの固さになるように熱湯の量を

調整しながらこねる。
④③の米粉を直径２cm程度に丸め、真
ん中を人さし指で押してへこませる。

⑤煮立っている②に④を入れ、浮き
上がってきたら出来上がり。

切り干し大根
・・・・・・・・・・・・・50ｇ
干しシイタケ
・・・・・・・・・・２～３枚
油あげ・・・・１/３枚
ニンジン・・・・・・・・・ 
小さいサイズの１/２本
【調味料】
薄口しょう油
・・・・・・・・・大さじ２

濃い口しょう油
・・・・・・・・・大さじ２
調理酒・・大さじ２
みりん・・大さじ２
砂糖・・小さじ１/２
塩・・・・・・・・・・・少々
【だし汁】
カツオ節 5～10ｇ
水・・・・・・・・500cc

切り干し大根の煮付け
（４人分）

①切り干し大根と干しシイタケを、水
に浸けてもどしておく。

②シイタケ、油揚げ、ニンジンは３cm
の千切りにする。

③切り干し大根と②を鍋に入れ、だ
し汁500ccで10分ほど煮る。
④調味料をすべて加え、汁気が無く
なるまで煮たら出来上がり。


